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罫
 秋
・
冬
季
の
賃
金
・
労
働
条
件
交
渉「
無
期
雇
用
転

換
実
現
と
賃
金
・
労
働
条
件
改
善
の
二
本
柱
で
取
り
組
も
う
」

罫
 技
術
職
員
交
流
会
議
開
催
報
告

罫
 日
本
医
師
会
と
の
懇
談（
病
院
協
議
会
）

茎
 論
壇

　
 「
無
期
転
換
申
込
権
と
そ
の
運
用
」

　
　
立
正
大
学
法
学
部
法
学
科
准
教
授
 高
橋
 賢
司

茎
 専
門
部
等
の
活
動
報
告「
病
院
協
議
会
」

　
　
　
　
　
　
　
　
議
長
 長
谷
川
 信（
群
馬
大
学
）

荊
 単
組
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト

　
猿
 木
更
津
高
専
「
立
ち
止
ま
る
勇
気
」

　
猿
 徳
島
大
学
     「『
働
き
す
ぎ
改
善
』
道
半
ば
」

荊
 わ
た
し
も
ひ
と
こ
と

　　　（１）　　　（１） 　　　（毎月10日発行）

　
　
月
　
日
、
中
教
審
教
育
振

10

17

興
基
本
計
画
部
会
が
、
第
3
期

計
画
策
定
に
向
け
た
関
係
団
体

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

全
大
教
を
含
む
　
団
体
が
対
象

13

と
な
り
、
各
団
体
か
ら
の
意
見

発
表
と
委
員
と
の
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
全
大
教
か
ら
は
、
中
富
委
員

長
が
意
見
発
表
を
行
い
ま
し

た
。
発
表
し
た
意
見
は
大
き
く

4
点
、

繋
 高
等
教
育
の
機
会
均
等
、進

学
機
会
の
拡
大
、

罫
 教
育
、
研
究
の
基
盤
整
備
、

茎
 教
育
基
本
法
7
条
遵
守
、学

問
の
自
由
、大
学
自
治
の
保
障
、

荊
 大
学
教
職
員
の
地
位
の
確

立
と
労
働
条
件
整
備
、
で
す
。

　
中
富
委
員
長
は
ま
ず
、
グ
ロ

ー
バ
ル
社
会
に
お
い
て
高
等

教
育
へ
の
財
政
支
出
は
投
資

と
し
て
も
重
要
で
あ
る
と
述

べ
ま
し
た
。
ま
た
、
さ
ら
な
る

格
差
の
拡
大
を
起
こ
さ
な
い

よ
う
大
学
の
配
置
や
地
方
大

学
の
弱
体
化
が
起
こ
ら
な
い

施
策
を
求
め
ま
し
た
。

　
過
度
の
選
択
と
集
中
を
あ

ら
た
め
基
盤
的
経
費
配
分
を

増
額
す
る
こ
と
を
求
め
、
ガ
バ

ナ
ン
ス
改
革
の
権
限
集
中
の

行
き
過
ぎ
を
指
摘
し
ま
し
た
。

　
大
学
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

重
視
の
政
策
に
振
り
回
さ
れ

て
い
る
実
情
を
訴
え
、
そ
う
で

は
な
く
研
究
の
自
己
規
律
を

行
え
る
環
境
整
備
を
求
め
ま

し
た
。

　
教
職
員
の
地
位
と
労
働
条

件
の
改
善
が
、
大
学
に
優
秀
な

知
が
集
ま
る
こ
と
に
つ
な
が

る
と
訴
え
ま
し
た
。

　
意
見
を
聴
い
た
委
員
か
ら

は
、
若
手
の
任
期
付
き
ポ
ス
ト

は
大
き
な
問
題
で
あ
る
と
同

調
す
る
意
見
が
あ
り
、
こ
の
点

に
関
す
る
意
見
交
換
が
進
み

ま
し
た
。

　
　
 （
書
記
長
　
長
山
 泰
秀
）

事
で
有
期
契
約
を
反
復
更
新
し

て
お
り
、「
無
期
転
換
ル
ー
ル
」

の
本
来
の
対
象
と
な
る
こ
と

や
、
大
学
側
主
張
に
対
抗
す
る

考
え
方
が
解
説
さ
れ
ま
し
た
。

　
学
習
会
を
踏
ま
え
て
執
行
部

か
ら
、
個
人
で
争
う
場
合
と
比

較
し
な
が
ら
組
合
で
取
り
組
む

メ
リ
ッ
ト
を
訴
え
ま
し
た
。
終

了
後
に
は
希
望
者
の
個
別
相
談

も
行
い
ま
し
た
。

今
年
度
末
に
初
の
大
量
雇
い
止

め
の
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
山
梨
大
教
職
組
で
は
　10

月
　
日
、
岩
崎
全
大
教
書
記
次

11
長
を
講
師
に
無
期
転
換
問
題
の

学
習
会
を
開
催
し
、
甲
府
、
医

学
部
の
両
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
非

常
勤
職
員
を
中
心
に
約
　
人
が

30

参
加
し
ま
し
た
。

　
学
習
会
で
は
、
大
学
の
多
く

の
非
常
勤
職
員
が
恒
常
的
な
仕

　
山
梨
大
学
で
は
改
正
労
契
法

が
法
案
審
議
中
の
　
年
度
途
中

12

か
ら
5
年
上
限
が
導
入
さ
れ
、

学
側
に
は
動
揺
が
み
ら
れ
ま

す
。従
来
の
「
6
ヵ
月
ク
ー
リ
ン

グ
」の
運
用
を
廃
止
し
、雇
用
上

限
に
達
し
て
も
公
募
選
考
で
引

続
き
再
採
用
を
可
能
に
す
る
と

の
一
定
の
譲
歩
を
打
ち
出
し
ま

し
た
。又
、従
来
業
務
委
託
契
約

だ
と
し
て
労
働
法
の
規
制
を
一

切
潜
脱
し
て
き
た
非
常
勤
講
師

に
つ
い
て
、
過
去
に
遡
っ
て
労
働

者
扱
い
を
認
め
、　
年
4
月
で

18

雇
用
5
年
を
超
え
る
希
望
者
は

無
期
転
換
す
る
と
し
ま
し
た
。

フ
ル
タ
イ
ム
・
無
期
職
員
で
取

っ
て
代
わ
ら
せ
よ
う
と
す
る

「
職
域
限
定
職
員
」
、
現
在
の

短
時
間
勤
務
有
期
雇
用
職
員
制

度
を
勤
務
時
間
、
雇
用
上
限
と

も
に
改
悪
す
る
制
度
変
更
に
つ

い
て
、
撤
回
を
求
め
従
来
の
雇

用
上
限
（
5
年
）
の
撤
廃
を
求

め
る
東
大
教
職
組
、
首
都
圏
大

学
非
常
勤
講
師
組
合
合
同
の
交

渉
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
組
合
の
記
者
会
見
に
よ
り
新

聞
各
紙
で
批
判
が
集
中
し
、
大

　
　
月
号
で
東
大
教
職
組
か
ら

10
報
告
が
あ
っ
た
、
現
職
の
非
常

勤
職
員
の
業
務
を
一
般
公
募
の

職
員
は
雇
用
期
間
5
年
を
超
え

た
時
点
で
申
し
出
に
よ
り
無
期

転
換
す
る
こ
と
、
ま
た
社
会
保

険
加
入
、無
期
転
換
後
の
異
動
、

定
年
な
ど
の
労
働
条
件
に
つ
い

て
合
意
し
ま
し
た
。

　
首
都
大
労
組
で
は
当
局
の
対

応
を
評
価
し
つ
つ
、
今
年
度
以

降
採
用
の
臨
時
職
員
の
条
件
等

を
今
後
交
渉
し
て
い
く
と
し
て

い
ま
す
。

白
期
間
を
設
け
る
な
ど
し
て
い

ま
し
た
が
、
実
際
に
は
　
人
以

60

上
が
5
年
以
上
継
続
勤
務
し
て

お
り
、
こ
れ
ら
の
臨
時
職
員
に

つ
い
て
今
年
度
末
で
の
契
約
解

除
を
打
ち
出
し
て
い
ま
し
た
。

　
首
都
大
労
組
は
、
労
使
共
同

で
の
職
場
実
態
調
査
な
ど
を
踏

ま
え
て
交
渉
し
、　
月
　
日
の

10

16

団
交
で
雇
い
止
め
の
撤
回
と
、

昨
年
度
以
前
に
採
用
し
た
臨
時

　
首
都
大
学
東
京
で
は
、
パ
ー

ト
タ
イ
ム
の
臨
時
職
員
に
つ
い

て
雇
用
を
3
年
上
限
、
雇
用
空


